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(57)【要約】
【課題】運転者の違和感を和らげることができるヘッド
アップディスプレイシステムを提供する。
【解決手段】運転を支援するためのオブジェクトを生成
するオブジェクト生成部１３と、生成されたオブジェク
トを、フロントガラス越しに見える現実空間に重畳させ
てフロントガラスに表示させる表示制御部１４と、を備
え、オブジェクト生成部１３は、運転支援を必要とする
場所に関する情報に基づいて、当該場所に適合するよう
にオブジェクトの表示状態を調整する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運転を支援するためのオブジェクトを生成するオブジェクト生成部と、
　前記生成された前記オブジェクトを、フロントガラス越しに見える現実空間に重畳させ
てフロントガラスに表示させる表示制御部と、
　を備え、
　前記オブジェクト生成部は、運転支援を必要とする場所に関する情報に基づいて、当該
場所に適合するように前記オブジェクトの表示状態を調整する、
　ヘッドアップディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記オブジェクト生成部は、自車両の走行方向に沿った走行軸が、運転支援を必要とす
る場所において想定される走行軸と相違する場合に、その相違する方向に基づいて前記オ
ブジェクトを変形する、
　請求項１記載のヘッドアップディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記オブジェクト生成部は、運転支援として所定距離前方にある交差点での右左折を案
内する場合に、自車両の現在位置から前記交差点までの間に下り勾配があるときには、前
記オブジェクトである矢印図形の先端側の輪郭を、前記矢印図形の末端側の輪郭よりもぼ
かし、自車両の現在位置から前記交差点までの間に上り勾配があるときには、前記矢印図
形の末端側の輪郭を、前記矢印図形の先端側の輪郭よりもぼかすことにより前記オブジェ
クトを変形する、
　請求項１又は２記載のヘッドアップディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記オブジェクト生成部は、運転支援として所定距離前方にある交差点での右左折を案
内する場合に、自車両の現在位置から前記交差点までの間に下り勾配があるときには、前
記オブジェクトである矢印図形の末端側の厚みを、前記矢印図形の先端側の厚みよりも厚
くし、自車両の現在位置から前記交差点までの間に上り勾配があるときには、前記矢印図
形の先端側の厚みを、前記矢印図形の末端側の厚みよりも厚くすることにより前記オブジ
ェクトを変形する、
　請求項１又は２記載のヘッドアップディスプレイシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヘッドアップディスプレイシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、自車両のフロントガラス越しに見える交差点に重畳させて走行ル
ート案内用の矢印をフロントガラスに表示するＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）が開
示されている。この特許文献１では、自車両の現在位置から交差点までの距離に基づいて
、交差点への進入を案内する矢印のシャフト部分の長さを決定し、現在走行している道路
の幅に基づいて、交差点を曲がった後の進行方向を案内する矢印のシャフト部分の長さを
決定し、それらに基づいて走行ルート案内用の矢印を作成している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－９０３４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１では、案内する交差点まで平坦な道が続いている場合には、違和感なく矢印
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を表示することができる。しかしながら、自車両が平坦な道路を走行し、その先に上り坂
や下り坂があって交差点がある場合には、矢印の先が上り坂に突き刺さって見えることや
、矢印の先が空に向かっているように見えることとなり、運転者に違和感を与える要因と
なる。
【０００５】
　そこで、本発明は、運転者の違和感を和らげることができるヘッドアップディスプレイ
システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係るヘッドアップディスプレイシステムは、運転を支援するためのオ
ブジェクトを生成するオブジェクト生成部と、前記生成された前記オブジェクトを、フロ
ントガラス越しに見える現実空間に重畳させてフロントガラスに表示させる表示制御部と
、を備え、前記オブジェクト生成部は、運転支援を必要とする場所に関する情報に基づい
て、当該場所に適合するように前記オブジェクトの表示状態を調整する。
【０００７】
　上記態様において、前記オブジェクト生成部は、自車両の走行方向に沿った走行軸が、
運転支援を必要とする場所において想定される走行軸と相違する場合に、その相違する方
向に基づいて前記オブジェクトを変形する、こととしてもよい。
【０００８】
　上記態様において、前記オブジェクト生成部は、運転支援として所定距離前方にある交
差点での右左折を案内する場合に、自車両の現在位置から前記交差点までの間に下り勾配
があるときには、前記オブジェクトである矢印図形の先端側の輪郭を、前記矢印図形の末
端側の輪郭よりもぼかし、自車両の現在位置から前記交差点までの間に上り勾配があると
きには、前記矢印図形の末端側の輪郭を、前記矢印図形の先端側の輪郭よりもぼかすこと
により前記オブジェクトを変形する、こととしてもよい。
【０００９】
　上記態様において、前記オブジェクト生成部は、運転支援として所定距離前方にある交
差点での右左折を案内する場合に、自車両の現在位置から前記交差点までの間に下り勾配
があるときには、前記オブジェクトである矢印図形の末端側の厚みを、前記矢印図形の先
端側の厚みよりも厚くし、自車両の現在位置から前記交差点までの間に上り勾配があると
きには、前記矢印図形の先端側の厚みを、前記矢印図形の末端側の厚みよりも厚くするこ
とにより前記オブジェクトを変形する、こととしてもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、運転者の違和感を和らげることができるヘッドアップディスプレイシ
ステムを提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態におけるヘッドアップディスプレイシステムの機能構成を例示する図で
ある。
【図２】実施形態におけるヘッドアップディスプレイシステムの動作を説明するためのフ
ローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　添付図面を参照して、本発明の好適な実施形態について説明する。なお、各図において
、同一の符号を付したものは同一又は同様の構成を有する。実施形態に係るヘッドアップ
ディスプレイシステムは、例えば車両に搭載され、ユーザである運転者の運転を支援する
システムである。
【００１３】
　図１を参照し、実施形態に係るヘッドアップディスプレイシステムの機能構成について
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説明する。ヘッドアップディスプレイシステム１は、例えば、走行ルート取得部１１と、
地理情報取得部１２と、オブジェクト生成部１３と、表示制御部１４とを有する。なお、
ヘッドアップディスプレイシステム１の機能は、これに限定されず、必要に応じて任意の
機能を適宜追加することができる。
【００１４】
　ヘッドアップディスプレイシステム１は、物理的な構成として、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅ
ｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）及びメモリを含む制御ユニット、操作部
、ディスプレイ、スピーカ、通信装置等を備えて構成される。ヘッドアップディスプレイ
システム１は、一つの装置として構成されていてもよいし、複数の装置に分散して構成さ
れていてもよい。ＣＰＵがメモリに格納された所定のプログラムを実行することにより、
走行ルート取得部１１、地理情報取得部１２、オブジェクト生成部１３及び表示制御部１
４の各機能が実現する。各機能について、以下に説明する。
【００１５】
　走行ルート取得部１１は、運転者により指定された目的地に基づいて、現在位置から目
的地までの走行ルートを取得する。現在位置は、例えば、車両に搭載されるＧＰＳ（Glob
al Positioning System）受信機等を用いて取得することができる。
【００１６】
　走行ルートは、以下のように取得することができる。例えば、ヘッドアップディスプレ
イシステム１にナビゲーション機能を搭載し、そのナビゲーション機能を利用してルート
探索を行うことにより走行ルートを取得する。また、目的地を外部サーバに送信し、探索
された走行ルートを外部サーバから受信することで走行ルートを取得することとしてもよ
い。
【００１７】
　地理情報取得部１２は、取得された走行ルートに基づいて、ルート案内に必要となる地
図データや交差点データ等の地理情報を、地理情報ＤＢ（データベース）２から取得する
。地理情報ＤＢ２は、地理情報として、例えば、地図データ、交差点データ、リンクデー
タ、ノードデータ等を記憶する。交差点データは、交差点の位置や形状等の交差点に関す
るデータである。リンクデータは、道路の直線部分（リンク）に関するデータである。ノ
ードデータは、道路の勾配やカーブ等の道路状態が変化する部分（ノード）に関するデー
タである。
【００１８】
　地理情報は、ヘッドアップディスプレイシステム１内に記憶することとしてもよいし、
ヘッドアップディスプレイシステム１の外部で管理することとしてもよい。また、地理情
報を、ヘッドアップディスプレイシステム１の内部及び外部で複数に分散して管理するこ
ととしてもよい。また、車両に搭載されるカメラ及びＬｉＤＡＲ（Light Detection and 
Ranging）等の各種センサにより得られる情報を、地理情報に含めて利用することとして
もよい。
【００１９】
　オブジェクト生成部１３は、運転を支援するためのオブジェクトを生成する。運転を支
援するためのオブジェクトには、例えば、交差点での右左折を案内するための矢印や、走
行ルートに自転車、歩行者又は障害物等が存在することを注意喚起するためのマーク等が
含まれる。
【００２０】
　オブジェクト生成部１３は、運転支援を必要とする場所に関する情報に基づいて、その
場所に適合するようにオブジェクトの表示状態を調整する。運転支援を必要とする場所と
しては、例えば、右左折を案内する交差点や、自転車、歩行者又は障害物等が存在する場
所等が該当する。オブジェクトの表示状態には、例えば、オブジェクトの形状、色、透明
度等が含まれる。
【００２１】
　例えば、オブジェクト生成部１３は、自車両の走行方向に沿った走行軸が、運転支援を
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必要とする場所において想定される走行軸と相違する場合に、その相違する方向に基づい
てオブジェクトを変形することで、オブジェクトの表示状態を調整することができる。オ
ブジェクトを変形する具体例として、以下に（１）（２）を挙げて説明する。
【００２２】
　（１）オブジェクト生成部１３は、運転支援として、所定距離前方にある交差点での右
左折を案内する場合に、自車両の現在位置から交差点までの間に下り勾配があるときには
、オブジェクトである矢印図形の先端側の輪郭を、矢印図形の末端側の輪郭よりもぼかす
ことで、オブジェクトを変形する。一方、自車両の現在位置から交差点までの間に上り勾
配があるときには、矢印図形の末端側の輪郭を、矢印図形の先端側の輪郭よりもぼかすこ
とで、オブジェクトを変形する。このとき、勾配が大きくなるほど、ぼかしの程度差を大
きくすることとしてもよい。また、矢印図形の全体を使い、グラデーションをつけて徐々
にぼかしていくこととしてもよい。
【００２３】
　上記所定距離として、例えば３０～５０ｍを設定することが好ましい。３０～５０ｍに
設定することで、一般的なナビゲーションに比べて早めに右左折することを案内できるよ
うになる。これにより、例えば、ヘッドアップディスプレイシステム１を自動運転車両に
搭載した場合に、自動運転に対する不安要素を低減することが可能になるという格別な効
果が得られる。
【００２４】
　（２）オブジェクト生成部１３は、運転支援情報が所定距離前方にある交差点での右左
折を案内するための情報である場合に、自車両の現在位置から交差点までの間に下り勾配
があるときには、オブジェクトである矢印図形の末端側の厚みを、矢印図形の先端側の厚
みよりも厚くすることで、オブジェクトを変形する。一方、自車両の現在位置から交差点
までの間に上り勾配があるときには、矢印図形の先端側の厚みを、矢印図形の末端側の厚
みよりも厚くすることで、オブジェクトを変形する。このとき、勾配が大きくなるほど、
厚みの差を大きくすることとしてもよい。また、矢印図形の全体を使い、徐々に厚みを変
化させていくこととしてもよい。
【００２５】
　表示制御部１４は、生成されたオブジェクトを、フロントガラス越しに見える現実空間
に重畳させてフロントガラスに表示させる。
【００２６】
　具体的に、表示制御部１４は、ＨＵＤ（ヘッドアップディスプレイ）の機能を有し、重
畳場所までの距離等に合わせて焦点距離を変更しながらオブジェクトをフロントガラスに
表示する。表示制御部１４は、例えば、投影機を用いてフロントガラスにオブジェクトを
投影することとしてもよいし、フロントガラス上に設けた透明スクリーンにオブジェクト
を表示させることとしてもよい。
【００２７】
　次に、図２を参照し、実施形態に係るヘッドアップディスプレイシステム１の動作の一
例について説明する。ここでは、例示的に、交差点での右左折を案内する際に、交差点ま
での勾配に応じて矢印図形の輪郭をぼかす態様について説明する。
【００２８】
　最初に、オブジェクト生成部１３は、自車両が右左折する予定の交差点が所定距離内に
到達したか否かを判定する（ステップＳ１０１）。この判定がＮＯである場合（ステップ
Ｓ１０１；ＮＯ）には、ＹＥＳになるまでステップＳ１０１の判定を繰り返す。
【００２９】
　上記ステップＳ１０１の判定で、交差点が所定距離内に到達したと判定された場合（ス
テップＳ１０１；ＹＥＳ）に、オブジェクト生成部１３は、自車両の現在位置から交差点
までの間に下り勾配があるか否かを判定する（ステップＳ１０２）。この判定がＹＥＳで
ある場合（ステップＳ１０２；ＹＥＳ）に、オブジェクト生成部１３は、矢印図形の先端
側の輪郭を末端側の輪郭よりもぼかす（ステップＳ１０３）。そして、後述するステップ
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【００３０】
　上記ステップＳ１０２の判定で、現在位置から交差点までの間に下り勾配がないと判定
された場合（ステップＳ１０２；ＮＯ）に、オブジェクト生成部１３は、自車両の現在位
置から交差点までの間に上り勾配があるか否かを判定する（ステップＳ１０４）。この判
定がＮＯである場合（ステップＳ１０２；ＮＯ）には、後述するステップＳ１０６に処理
を移行する。
【００３１】
　上記ステップＳ１０４の判定で、現在位置から交差点までの間に上り勾配があると判定
された場合（ステップＳ１０４；ＹＥＳ）に、オブジェクト生成部１３は、矢印図形の末
端側の輪郭を先端側の輪郭よりもぼかす（ステップＳ１０５）。
【００３２】
　続いて、表示制御部１４は、矢印図形を、フロントガラス越しに見える現実空間に重畳
させてフロントガラスに表示させ（ステップＳ１０６）、その後、本動作を終了する。な
お、上記ステップＳ１０４の判定がＮＯであることにより本ステップＳ１０６に処理を移
行した場合には、輪郭を調整していない矢印図形を表示させることとなる。
【００３３】
　前述したように、実施形態におけるヘッドアップディスプレイシステム１によれば、交
差点での右左折を案内するための矢印図形を生成し、その生成した矢印図形を、フロント
ガラス越しに見える現実空間に重畳させてフロントガラスに表示させることができるとと
もに、交差点が所定距離前方に近づいてきたときに、その交差点までの間の勾配に関する
情報に基づいて、矢印図形の表示状態が勾配に適合するように、矢印図形を変形すること
ができる。
【００３４】
　それゆえ、実施形態におけるヘッドアップディスプレイシステム１によれば、運転者の
違和感を和らげることができる。
【００３５】
　[変形例]
　なお、本発明は、前述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱し
ない範囲内において、他の様々な形で実施することができる。このため、上記実施形態は
あらゆる点で単なる例示にすぎず、限定的に解釈されるものではない。例えば、前述した
各処理ステップは処理内容に矛盾を生じない範囲で任意に順番を変更し、または並列に実
行することができる。
【００３６】
　また、前述した実施形態において、矢印図形の表示状態を、交差点までの勾配に応じて
調整しているが、これに限定されない。例えば、自車両の速度やカーブの曲がり具合に応
じて、矢印図形の表示状態を調整することとしてもよい。具体的に、速度が速くなるほど
、カーブの曲がり具合が大きくなるほど、矢印図形の曲がり状態を大きくすることや、矢
印図形の先端側のサイズを大きくすること、矢印図形の色をより目立つ色に変化させるこ
ととしてもよい。
【符号の説明】
【００３７】
　１…ヘッドアップディスプレイシステム、１１…走行ルート取得部、１２…地理情報取
得部、１３…オブジェクト生成部、１４…表示制御部、２…地理情報ＤＢ
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